
                               令和 5 年４月 

                             宮城教育大学学生後援会事務局 

教育実習援助費について 

 

遠方の教育実習先へ通う学生へ、交通費の一部を学生後援会より補助します。 

支援基準が改正され、今年度より学生後援会へ入会している学生のみが支援対象となります。 

また、宿泊時の支援金額を 1 泊 4,000 円とします(1 泊 4,000 円を下回る場合は実費金額を支給)。 

〇負担した運賃が全額支払われる制度ではありません。片道２５０円を超えた分からが支援対象とな

り、「最も効率よく通うことができかつ安価な方法」にて算出した金額を用い支援金額を算出します 

〇大学への通学経路は支援対象外です。 

〇申請は実習終了後 2 週間以内に行ってください。事前申請は受け付けません。 

〇学生後援会へ入会しているか否か不明な時は、学生企画係まで問い合わせてください。 

入会は概ね入学時にされていますが、未入会の場合は追って入会することができます。その場合入

会後の申請のみ対象とします。入会方法がわからない場合、学生企画係でお尋ねください。 

〇次ページより記した「教育実習援助費支援基準」をよくお読みください。 

 

申請について 

・自宅から実習校までの最短経路と、最も効率よく安価に通える方法を各社ホームページや乗換検索

サイト等で調べてください。多くの場合、定期券やフリーパスを利用することで負担を減らすこと

が出来ます。 

・実習期間中毎日切符購入や交通系 IC カードからの引き去りで通ったと申請しても、実習用通学定期

券やフリーパスの料金が安価なことがあります。その際は安価である方法の料金を用いた金額が支

援されます。 

・実習に用いるフリーパス購入時、大学への申請は不要です。学生証を持参し定期券窓口で購入して

ください。 

 

〈実習へ通うにはこれらの方法があります〉 

・電車やバスに乗るたびに支払う都度払い(紙の切符購入、suica や icsca からの引き去り) 

・実習用定期券 ※詳細はポータルサイトにて周知済み 

(自宅最寄り駅(バス停)～実習校最寄り駅(バス停)間のみ使える区間定期券 

・学都仙台フリーパス)    

・お手持ちの学都仙台フリーパス(仙台市地下鉄・仙台市バス) 

 

○ 支援該当者は申請書を学生課 5 番窓口に提出してください。 

〇 やむを得ない事情により新幹線や飛行機、タクシー、自家用車、宿泊にて実習を行う場合は事前に 

学生企画係へ相談してください。申請の際は領収書と、利用せざるを得ない理由を具体的に記した

理由書を添付してください。様式は任意です。 

〇 支払いに至るまで、申請から１ヶ月以上かかります。支給の通知はポータルサイト・掲示を通じて

行います。不支給の場合連絡はしません。 

学生課学生企画係内 学生後援会事務局 

電話 ０２２－２１４－３６９１ 
gakusei@grp.miyakyo-u.ac.jp (学生企画係)  



 
                                

国立大学法人宮城教育大学学生後援会 

教育実習・学校体験・学校ボランティア活動援助費支援基準 
 

１ 趣 旨 
  遠距離地等において教育実習、学校体験・学校ボランティア活動を行う学生に対して，
経費負担の不公平を是正するとともに、円滑な活動を図るために交通費等の一部を支援す
るものである。 

 
 
２ 支援対象実習 
  ３年次教育実習，４年次教育実習，特別支援学校教育実習，学校における実習、実践的 
研究(ストレートマスター等学生のみ)、１年次学校体験、学校ボランティア（ボランティ 

ア先で交通費等の支給がない場合に限る。）とする。 
 
 
３ 支援対象 
  後援会会員の子及び後援会会員とする。ただし，年度中途入会の場合は入会日以降 
の申請のみ対象とする。 

 
 
４ 支援額の基準 

 
①教育実習、学校における実習、実践的研究  
１）公共交通機関による運賃が片道 250円を超える場合は，超えた金額に日数を 
掛け２倍にした金額を支援する。ただし，居住地から大学までの公共交通機関 

での通学経路と，居住地から実習校までの通勤経路で同一の経路については， 
支援対象外とする。 
なお，運賃については，実習期間を通じ総合的に安価な料金を採用する。 
また、公共交通機関を利用しても指定された出勤時刻までに出勤が不可能の 

場合で，タクシー等を利用した場合は 500円を加算する。ただし，家族等による 
自家用車での送迎の場合は支援対象外とする。 

 
 ２）実習先等に，通学のために購入した「学都仙台市バス・地下鉄フリーパス」 

のみで通勤できる場合は支援対象外とする。 
 
３）公共交通機関での通勤が不可能で宿泊を要する場合は，日数に 4,000円を 
掛けた金額を支援し，交通費は支援しない。 

 
 ４）航空機，新幹線又は夜行バスを利用し実習先等に行く場合，上限を１日につき 

10,000円とする。 
 

②１年次学校体験 
地域定着枠及び宮城県内定着枠選抜による入学者のうち教員採用希望地域に 

自宅等無料の宿泊場所が確保できない学生、また、一般入学者のうち母校近辺に 
自宅等無料の宿泊場所が確保できない学生について、日数に 4,000円を掛けた 
金額を支援し，交通費は支援しない。 

 
 
 



 
③学校ボランティア 
１）公共交通機関による運賃が片道 250円を超える場合は，超えた金額に日数を 
掛け２倍にした金額を支援する。ただし，居住地から大学までの公共交通機関 

での通学経路と，居住地から実施校までの移動経路で同一の経路については， 
支援対象外とする。 
なお，運賃については，実施期間を通じ総合的に安価な料金を採用する。 
また、公共交通機関を利用しても指定された開始時刻までに参加が不可能の 

場合で，タクシー等を利用した場合は 500円を加算する。ただし，家族等による 
自家用車での送迎の場合は支援対象外とする。 

  
２）実施先等に，通学のために購入した「学都仙台市バス・地下鉄フリーパス」 
のみで移動できる場合は支援対象外とする。 

 
 
５ 基準によりがたい場合は，会長及び理事が協議して決定する。 

 
 

附 則 
 この基準は，令和５年４月５日から施行する。 

  



申請日      年   月   日 

   国立大学法人宮城教育大学 学生後援会 教育実習援助費 

     支 援 申 請 書 

 

 

 

 

 

 

 

・ 実習情報  ※修正テープおよび修正液の使用不可  ※事前・事後指導は実習期間に含まれません 

実習期間 月    日(  )  ～    月    日(  )   出勤日数     日間 

実習校名  実習校に指定 
された出勤時間 

 時 分 

実習校住所  

・ 自宅から大学への通学手段  ※交通事業者ごとに記入のこと 

路線・交通機関名 
(仙山線､南北線、宮交バス等) 

（   乗車駅・バス停   ）  ～  （   降車駅・バス停   ） 
定期券(フリーパス含む) 

使用の有無 

1 （           ）～(          ） 有  無 

2 （           ）～(          ） 有  無 

3 （           ）～(          ） 有  無 

電車等を使用しない場合 徒歩   バイク   自転車   自家用車    

・ 自宅から実習校までの経路 ※〇で囲む 複数選択可 

【    現金    icsca 等から引き去り   教育実習用定期券   フリーパス   自家用車   宿泊  】 

  ※新幹線・航空機・タクシー利用・宿泊を要した場合は金額を記入し、領収書と理由書（様式任意）を添付すること。 

路線・交通機関名 
(仙山線､宮交バス,タクシー等) 

（乗車バス停 ・ 駅名 ）～（降車バス停 ・ 駅名） 
※利用順、往路のみ 

片道運賃 
定期券(フリーパス

含む)使用の有無 

1 （                 ）～（                ） 円 有 無 

2 （                 ）～（                ） 円 有 無 

3 （                 ）～（                ） 円 有 無 

片道合計 円  

□ 入会している     

□  未入会  ※支援対象は加入者のみ 

□  未入会のためこれから入会する    ※支援は入会後とします    

 

後援会事務局使用欄  

□片道２５０円以下のため支援対象外 

 

 

 

 

支援金額                   円 

※教職大学院生は、出勤簿のコピーを提出のこと  

学 籍 番 号 

氏名（自署） 

住     所 

電 話 番 号 

コース 
専攻 年 

ここより下には記入しないこと 

・ 学生後援会の入会状況 



【注意事項】 

 

●下記に該当する場合は，領収書等金額が分かるものを添付し，申請すること。 

 

・新幹線を使用 

・航空機を使用 

・タクシーを使用 

・宿泊を要する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申請日      年   月   日 

   国立大学法人宮城教育大学 学生後援会 教育実習援助費 

     支 援 申 請 書 

 

 

 

 

 

 

 

・ 実習情報  ※修正テープおよび修正液の使用不可  ※事前・事後指導は実習期間に含まれません 

実習期間 ８月２1 日(月)～９月8 日(金)  出勤日数 １5 日間 

実習校名 秋田県立○○支援学校 
実習校に指定 
された出勤時間 

７時 ５０分 

実習校住所  秋田県○○市○○○丁目○番○○ 

・ 自宅から大学への通学手段  ※交通事業者ごとに記入のこと 

路線・交通機関名 
(仙山線､南北線、宮交バス等) 

（   乗車駅・バス停   ）  ～  （   降車駅・バス停   ） 
定期券(フリーパス含む) 

使用の有無 

1     南北線 （    五橋駅      ）～（    仙台駅     ） 有  無 

2     東西線 （    仙台駅      ）～（   青葉山駅   ） 有  無 

3   （           ）～(          ） 有  無 

電車等を使用しない場合 徒歩   バイク   自転車   自家用車    

・ 自宅から実習校までの経路 ※〇で囲む 複数選択可 

【    現金    icsca 等から引き去り   教育実習用定期券   フリーパス   自家用車   宿泊  】 

  ※新幹線・航空機・タクシー利用・宿泊を要した場合は金額を記載し、領収書と理由書（様式任意）を添付すること。 

路線・交通機関名 
(仙山線､宮交バス,タクシー等)) 

（乗車バス停 ・ 駅名 ）～（降車バス停 ・ 駅名） 
※利用順、往路のみ 

片道運賃 
定期券(フリーパス

含む)使用の有無 

1秋田新幹線 （  仙台駅         ）～（    秋田駅    ） 8,900 円 有 無 

2 秋田バス （  ○○バス停     ）～（    ○○駅     ） 590 円 有 無 

3 タクシー （   ○○駅西口前   ）～（   ○○支援学校  ） 1,260円 有 無 

片道合計      10,750 円  

□ 入会している     

□  未入会  ※支援対象は加入者のみ 

□  未入会のためこれから入会する    ※支援は入会後とします    

 

後援会事務局使用欄  

□片道２５０円以下のため支援対象外 

経路１･･･実家への帰省・仙台へ戻る際にかかる料金は支援対象外 
経路２･･･ (590 円－250 円)＝340 円 ⇒340 円×2×15 日間＝10,200 円  
経路３･･･タクシー１日 500 円加算×15 日=7,500 円    10,200+7,500=17,700 円 

支援金額    17,700   円  

※教職大学院生は、出勤簿のコピーを提出のこと  

学 籍 番 号 

氏名（自署） 

住    所     (自宅の住所) 

電 話 番 号 

コース 
専攻 

年 

ここより下には記入しないこと 

・ 学生後援会の入会状況 

帰省先近くの実習先の場合 

 

秋田県○○市○○町○－○ 
の帰省先より通勤しました。 

（青字は事務局にて記入する内容） 

✓    



申請日      年   月   日 

   国立大学法人宮城教育大学 学生後援会 教育実習援助費 

     支 援 申 請 書 

 

 

 

 

 

 

 

・ 実習情報  ※修正テープおよび修正液の使用不可  ※事前・事後指導は実習期間に含まれません 

実習期間 ８月２1 日(月)～９月8 日(金)  出勤日数 １5 日間 

実習校名 仙台市立○○小学校 
実習校に指定 
された出勤時間   ７時５０分 

実習校住所 ○○県○○市○○区○丁目○番○○ 

・ 自宅から大学への通学手段  ※交通事業者ごとに記入のこと 

路線・交通機関名 
(仙山線､南北線、宮交バス等) 

（   乗車駅・バス停   ）  ～  （   降車駅・バス停   ） 
定期券(フリーパス含む) 

使用の有無 

1  常磐線 （  相馬駅         ）～(  仙台駅      ） 有  無 

2  東西線 （  仙台駅      ）～(  青葉山駅    ） 有  無 

3 （           ）～(          ） 有  無 

電車等を使用しない場合 徒歩   バイク   自転車   自家用車    

・ 自宅から実習校までの経路 ※〇で囲む 複数選択可 

【    現金    icsca 等から引き去り   教育実習用定期券   フリーパス   自家用車   宿泊  】 

  ※新幹線・航空機・タクシー利用・宿泊を要した場合は金額を記載し、領収書と理由書（様式任意）を添付すること。 

路線・交通機関名 
(仙山線､宮交バス,タクシー等) 

（乗車バス停 ・ 駅名 ）～（降車バス停 ・ 駅名） 
※利用順、往路のみ 

片道運賃 
定期券(フリーパス

含む)使用の有無 

1  宿泊 （                 ）～（                ） 69,300円 有 無 

2  南北線 （    仙台駅        ）～（   泉中央     ）       310円 有 無 

3 （                 ）～（                ） 円 有 無 

片道合計    310円  

□ 入会している     

□  未入会  ※支援対象は加入者のみ 

□  未入会のためこれから入会する    ※支援は入会後とします    

 

後援会事務局使用欄  

□片道２５０円以下のため支援対象外 

4000 円×15 日間＝60,000 円  ※宿泊費が 1 泊 4,000 円に満たない場合は実費支給 
経路２･･･実習校までの交通費の援助はなし 

 

支援金額           60,000 円 

※教職大学院生は、出勤簿のコピーを提出のこと  

学 籍 番 号 

氏名（自署） 

住    所 

電 話 番 号 

コース 
専攻 

年 

ここより下には記入しないこと 

・ 学生後援会の入会状況 

宿泊が必要な場合   ※理由書要添付 

（青字は事務局にて記入する内容） 

✓    



申請日      年   月   日 

   国立大学法人宮城教育大学 学生後援会 教育実習援助費 

     支 援 申 請 書 

 

 

 

 

 

 

・ 実習情報  ※修正テープおよび修正液の使用不可  ※事前・事後指導は実習期間に含まれません 

実習期間 ８月２1 日(月)～９月8 日(金)  出勤日数 １5 日間 

実習校名   ○○市立○○小学校 実習校に指定 
された出勤時間 

8 時00 分 

実習校住所   ○○県○○市○○○丁目○－○○ 

・ 自宅から大学への通学手段  ※交通事業者ごとに記入のこと 

路線・交通機関名 
(仙山線､南北線、宮交バス等) 

（   乗車駅・バス停   ）  ～  （   降車駅・バス停   ） 
定期券(フリーパス含む) 

使用の有無 

1  南北線 （   泉中央駅    ）～(  仙台駅   ） 有  無 

2  東西線 （   仙台駅     ）～(  青葉山駅   ） 有  無 

3 （           ）～(          ） 有  無 

電車等を使用しない場合 徒歩   バイク   自転車   自家用車    

・ 自宅から実習校までの経路 ※〇で囲む 複数選択可 

【    現金    icsca等から引き去り   教育実習用定期券   フリーパス   自家用車   宿泊  】 

  ※新幹線・航空機・タクシー利用・宿泊を要した場合は金額を記載し、領収書と理由書（様式任意）を添付すること。 

路線・交通機関名 
(仙山線､宮交バス,タクシー等) 

（乗車バス停 ・ 駅名 ）～（降車バス停 ・ 駅名） 
※利用順、往路のみ 

片道運賃 
定期券(フリーパス

含む)使用の有無 

1  南北線   （  泉中央駅   ）～(   仙台駅   ） 310円 有 無 

2  東北本線 （    仙台駅     ）～（     名取駅       ） 242円 有 無 

3   （              ）～（                ） 円 有 無 

片道合計 552円  

□ 入会している     

□  未入会  ※支援対象は加入者のみ 

□  未入会のためこれから入会する    ※支援は入会後とします    

 

後援会事務局使用欄  

□片道２５０円以下のため支援対象外 

経路１･･･通学経路と重複のため支援対象外 

経路２･･･引き去りで通勤したが、教育実習定期券を購入すれば安価であったため 

(5,710 円÷15)÷2＝190.333…(小数点以下切り捨て)  
⇒よって、片道 250 円を超えないため支給対象外 

支援金額              0  円 

※教職大学院生は、出勤簿のコピーを提出のこと  

学 籍 番 号 

氏名（自署） 

住    所 

電 話 番 号 

コース 
専攻 

年 

ここより下には記入しないこと 

・ 学生後援会の入会状況 

片道２５０円以上だが 

支援対象とならない例 

（青字は事務局にて記入する内容） 

 

✔ 


